
生き活き川柳コンテスト通信Vol.19 

第6期の表彰式が開催されました。 
～最優秀賞は安冨様（玉野市）が受賞～ 

【最優秀賞】 

人生を 語る半ばで あご疲れ         安冨 一弘様（玉野市） 

【優秀賞】 

言ったかも しれぬと先に 言っておく    仙田 陽子様（岡山市北区） 

そして秋 生きるあしたの 粥が噴く      羽原 弘子様（岡山市北区） 

【入選】 

声無くし 逆に息子の メール増え      赤木 浩司様（瀬戸内市） 

風ふいて 前ウィッグゆれ あなただれ   栗原 文子様（岡山市南区） 

はれたそら みあげるきれい あるきたい      光田 登美子様（岡山市東区） 

【佳作】 

久しぶり 入浴の背に ゆずのかおり      奥山 寿子様（瀬戸内市） 

老姉妹 聞く耳持たず 長電話        北山 タミ様（岡山市北区） 

古希迎え 夫の世話も 考えた        佐藤 愛子様（瀬戸内市） 

すまないな 来世は俺が 看病を         出木山 清様（玉野市） 

平成と 令和が握手 花吹雪          森 笑子様（岡山市中区） 

 

 

 

「生き活き川柳コンテスト」 

       に関するお問い合わせは 

    TEL：0863-73-5073（二宮、山谷） 

11月24日（日）第4回アール・ケア祭り

の中で、第6期の表彰式が開催されまし

た。応募総数391作品の中から、入選11

作品と審査員特別賞5作品が発表され、

表彰状、賞金、記念品の授与が行われま

した。6名の受賞者とそのご家族が出席

されました。各賞は以下の通りです。 


